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▽
令
和
８
年
度
鹿
屋
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算

（
全
会
一
致
可
決
）

　
保
険
給
付
費
及
び
地
域
支
援
事

業
費
な
ど
を
計
上

▽
令
和
８
年
度
鹿
屋
市
水
道
事
業

会
計
予
算

（
全
会
一
致
可
決
）

　
水
道
施
設
更
新
事
業
、
管
路
整

備
事
業
及
び
水
道
施
設
拡
張
事
業

な
ど
に
要
す
る
経
費

▽
令
和
８
年
度
鹿
屋
市
下
水
道
事

業
会
計
予
算（

全
会
一
致
可
決
）

　
汚
水
整
備
事
業
、
雨
水
整
備
事

業
、
処
理
場
再
構
築
事
業
委
託
、

汚
水
施
設
点
検
調
査
業
務
委
託
な

ど
に
要
す
る
経
費

▽
令
和
８
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

予
算

（
全
会
一
致
可
決
）

　
人
件
費
、
公
債
費
、
扶
助
費
な

ど
の
義
務
的
経
費
、
施
設
の
維
持

管
理
費
等
の
経
常
的
経
費
の
ほ
か
、

市
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
を
守

る
た
め
に
継
続
し
て
実
施
す
る
事

業
等
及
び
第
３
次
鹿
屋
市
総
合
計

画
に
基
づ
き
年
度
当
初
か
ら
着
手

す
る
必
要
が
あ
る
事
業
等
の
経
費

▽
令
和
８
年
度
鹿
屋
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

（
全
会
一
致
可
決
）

　
保
険
給
付
費
、
国
民
健
康
保
険

事
業
費
納
付
金
及
び
保
健
事
業
費

な
ど
計
上

▽
令
和
８
年
度
鹿
屋
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

（
全
会
一
致
可
決
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

付
金
及
び
保
健
事
業
費
な
ど
を
計

上

当
初
予
算
関
係

３月定例会が開催されました３月定例会が開催されました
　令和８年３月定例会は、２月18日から３月19日までの30日間の会期で開催しました。

　今定例会に付議された案件は、令和８年度一般会計予算、各特別会計予算議案、令和７年度一般会計

補正予算議案など41件（うち報告２件）で、それぞれの議案を原案可決、承認、同意、適任と認めるとし、

議員提出議案１件は否決としました。
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予
算
委
員
会
は
３
月
11
日

か
ら
13
日
ま
で
の
３
日
間
で

審
査
を
行
い
本
予
算
案
は
、

人
件
費
、
公
債
費
、
扶
助
費

な
ど
の
義
務
的
経
費
、
施
設

の
維
持
管
理
費
等
の
経
常
経

費
の
ほ
か
、
市
民
の
安
全
・

安
心
な
生
活
を
守
る
た
め
に

継
続
し
て
実
施
す
る
事
業
等

に
加
え
、
第
３
次
鹿
屋
市
総

合
計
画
の
基
本
構
想
に
掲
げ

る
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
の

実
現
に
向
け
、
５
つ
の
基
本

目
標
に
基
づ
い
た
施
策
の
う

ち
、
年
度
当
初
か
ら
着
手
す

べ
き
事
業
等
を
計
上
し
た
「
骨

格
予
算
」
と
し
て
編
成
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算市税

繰入金
寄附金
その他（使用料及び手数料等）
小計
地方交付税
国庫支出金
県支出金
市債
その他（地方譲与税等）
小計

合　　計

114億3,700万円
50億8,011万3,000円

30億6万2,000円
21億7,884万9,000円
216億9,602万4,000円

147億円
123億9,778万4,000円
66億2,433万3,000円

19億2,180万円
41億7,005万9,000円
398億1,397万6,000円

諸支出金諸支出金

公債費公債費

教育費教育費

消防費消防費

土木費土木費

衛生費衛生費

民生費民生費

総務費総務費

労働費労働費

農林水産業費農林水産業費

商工費商工費

災害復旧費災害復旧費

予備費予備費

歳

　
　
　入

自
主
財
源

依
存
財
源

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費

2億8,617万8,000円
68億2,457万2,000円
275億1,137万2,000円
34億3,157万7,000円

8,119万8,000円
25億8,580万7,000円
7億6,999万6,000円
35億5,796万1,000円
17億764万8,000円
58億7,347万9,000円
5億3,032万4,000円
46億7,628万3,000円
35億7,360万5,000円

1億円

2億8,617万8,000円
68億2,457万2,000円
275億1,137万2,000円
34億3,157万7,000円

8,119万8,000円
25億8,580万7,000円
7億6,999万6,000円
35億5,796万1,000円
17億764万8,000円
58億7,347万9,000円
5億3,032万4,000円
46億7,628万3,000円
35億7,360万5,000円

1億円

歳

　
　
　出

議会費議会費

歳  出
615億
1千万円
615億
1千万円

615億1,000万円

合　　計 615億1,000万円

歳  入
615億
1千万円
615億
1千万円

自主財源自主財源

依存財源依存財源

市税市税

寄附金寄附金

繰入金繰入金

その他（使用料
及び手数料等）
その他（使用料
及び手数料等）

その他
 （地方譲与税等）
その他
 （地方譲与税等）

地方交付税地方交付税

国庫支出金国庫支出金

県支出金県支出金

市債市債

令和８年度　各会計別当初予算額前年度比較
会　計　名 予 算 額 前年度比

一般会計予算 615億1,000万円 ▲4.9％
国民健康保険事業特別会計予算 107億3,400万円 ▲2.9％
後期高齢者医療特別会計予算 17億8,700万円 5.9％
介護保険事業特別会計予算 113億8,800万円 ▲2.2％

公営企
業会計

水道事業会計予算

収益的収入 17億1,778万円 1.2％
収益的支出 16億7,466万円 2.1％
資本的収入 3,054万円 ▲14.4％
資本的支出 11億2,689万円 ▲6.3％

下水道事業会計予算

収益的収入 9億1,572万円 ▲0.03％
収益的支出 8億6,075万円 0.02％
資本的収入 3億9,245万円 ▲10.7％
資本的支出 7億776万円 ▲6.1％
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●令和８年度当初予算主な事業

　スポーツ施設の計画的な修繕等による長寿命化、備品や設備の充実により、市民や合宿者が

安心して利用できるスポーツ環境を整備する。

　 ▲

スポーツ施設整備事業　　5,291万円

基本目標２　交流で賑わうまち

　移住・定住を促進するため、県外からの移住に対する支援及び移住希望者の就業支援の充実

を図る。

　 ▲

移住・定住促進支援金　　1,410万円

県外からの移住・就業者に支援金を支給

東京23区型
（上限なし）

東京23区内からの移住・就業者に支給される支援金

○基本額　単身世帯：60万円、２人以上の世帯：100万円

○加算額　18歳未満の世帯員１人につき100万円

東京23区以外（県外）からの移住・就業者に支給される支援金

○基本額　単身世帯：10万円、２人以上の世帯：20万円

○加算額　18歳未満の世帯員１人につき30万円

全国型
（上限100万円）

　農業の中核的な担い手となる新規就農者や農業後継者の確保・育成を図るため、市農業公社

の研修用ハウスを整備し、研修受入れ体制の充実を図る。

　 ▲

市農業公社の研修用ハウスの整備　　１億882万円

基本目標１　やってみたい仕事が広がるまち

　インバウンドの増加や沖縄国際物流ハブを活用したアジア向け輸出の取組を強化している沖

縄県への輸送体系を構築することで、海外輸出を見据えた本市を中心とした農林水産物及び加

工品の販路拡大を図る。

　 ▲

地方卸売市場を活用した販路拡大　　1,942万円

　県農業開発総合センター大隅支場跡地を産業用地として活用した企業誘致

に取り組むなど、企業の進出や既存立地企業の事業拡大等の促進による魅力

的な雇用の場の拡大と地域経済の活性化を図る。

　 ▲

積極的な企業誘致活動の展開　　666万円
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　既存の遠方分娩施設における出産、妊婦健診に加え、新たに産婦健診、

乳幼児健診、不妊治療の際の交通費を助成する。

　 ▲

遠方の分娩施設出産応援事業の拡充　　385万円

基本目標３　こども・若者の未来を創るまち

　学校の教育相談体制の充実を図るとともに、不登校等の理由で学校に行けない児童・生徒に

対して、保護者や学校、関係機関等と連携して学校復帰を含む社会的自立に向けた支援や指導

の充実を図るなど、地域と協働する学校づくりを推進する。

　 ▲

不登校児童生徒の支援体制強化に向けた実証　　162万円

　サテライト方式で市内５地域に教育支援センターを設置し、最適な設置地域や運営方法等を

検証する。

区分

場所 田崎地区
学習センター

月２回 月１回

農業研修
センター

串良公民館
上小原分館

大姶良地区
学習センター

吾平振興
会館

回数

田崎地域 寿地域 串良地域 大姶良地域 吾平地域

　鹿屋市営住宅長寿命化計画に基づき、安全性の向上など住宅の維持改善を行い、快適な居住
環境の確保を図る。

　 ▲

コート札元台市営住宅の改善工事　　４億7,315万円

主な工事内容

外壁改修、屋上防水、バリアフリー化改修、３点給湯による設備更新

基本目標４　安心して暮らし続けられるまち

　市民生活や産業活動、周辺都市との連携が快適かつ効率的に行えるよう、幹線道路網の整備
を推進し、道路ネットワークの形成を図る。

　 ▲

都市計画道路文化線の整備　　６億2,959万円

　都市計画道路中都宮線(市道)と国道220号バイパスに接続する市道
上谷祓川線をつなぐ新たな幹線道路の整備を推進

　市有施設の省エネルギー化や、個人向けの再生可能エネルギーの導入を推進するとともに、
市民等に対して脱炭素につながる取組の啓発を行う。

　 ▲

事業者向けのゼロカーボン周知啓発セミナーの開催　　31万円

　市域における温暖化の状況や事業者に求められる脱炭素への取組等を学べるセミナーを開催

なか と みや
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　子ども医療費等の医療費助成の受給者証をマイナンバーカード（マイナ保険証） と一体化し、

マイナンバーカード１枚で医療機関や薬局での医療費助成を可能にするためにシステムを改修

する。

　 ▲

公費負担医療制度等オンライン資格確認事業　　354万円

　乳児が、ＲＳウイルスに感染した際の重症化を予防するため、妊婦へのワクチン予防接種費用

を助成する。

　 ▲

ＲＳウイルスワクチン予防接種費用の助成　　2,022万円

基本目標５　ともに支えあい、いきいきと暮らせるまち

良好な施設環境を保つため、設備を修繕する。

　 ▲

串良温泉センター大規模修繕　　5,391万円

　温泉槽の取替、サウナ室壁の修繕・既設ベンチ取替
脱衣所床張替

▽
令
和
７
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
）
の
専
決
処

分
の
承
認
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
承
認
）

　
国
の
補
正
予
算
成
立
後
、 

物
価

高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
を
速
や

か
に
支
給
す
る
た
め
の
経
費

▽
令
和
７
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
７
号
）
の
専
決
処

分
の
承
認
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
承
認
）

　
令
和
８
年
２
月
８
日
執
行
の
衆

議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判

所
裁
判
官
国
民
審
査
に
要
す
る
経

費▽
令
和
７
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
８
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
国
・
県
の
補
正
予
算
に
対
応
し

た
事
業
の
ほ
か
、
各
種
基
金
へ
の

積
立
、
事
業
費
の
確
定
に
伴
う
減

額
等

▽
令
和
７
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
９
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
国
の「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
を
活

用
し
、 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価

格
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

て
い
る
市
民
や
事
業
者
の
支
援
に

係
る
事
業
に
要
す
る
経
費

▽
令
和
７
年
度
鹿
屋
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
保
険
給
付
費（
療
養
給
付
費
・

高
額
療
養
費
）の
増
額
等

▽
令
和
７
年
度
鹿
屋
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
令
和
６
年
度
決
算
に
伴
う
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
納

付
金
増
額
等

▽
令
和
７
年
度
鹿
屋
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
令
和
６
年
度
決
算
に
伴
う
国
県

等
へ
の
精
算
返
還
金
の
増
額
等

▽
令
和
７
年
度
鹿
屋
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
令
和
７
年
度
水
道
事
業
の
決
算

見
込
に
伴
い
補
正
す
る
も
の

補
正
予
算
関
係
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▽
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
櫛
下
　
俊
朗

（
同
意
）

　
小
林
　
千
鶴

（
同
意
）

▽
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　
田
所
　
由
美
子

（
同
意
）

▽
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
稲
村
　
憲
幸

（
同
意
）

▽
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
川
田
代
　
悦
子（

適
任
と
認
め
る
）

　
三
嶋
　
晃

（
適
任
と
認
め
る
）

　
南
田
　
武
法

（
適
任
と
認
め
る
）

▽
鹿
屋
市
議
会
議
員
の
請
負
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
可
決
）

　
鹿
屋
市
議
会
議
員
が
鹿
屋
市
に

対
し
請
負
を
す
る
者
又
は
そ
の
支

配
人
で
あ
る
場
合
に
請
負
の
状
況

を
公
表
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
請

負
の
状
況
の
透
明
性
を
確
保
し
、

議
会
の
運
営
の
公
正
及
び
事
務
の

執
行
の
適
正
を
図
る
も
の

▽
鹿
屋
市
町
内
会
へ
の
加
入
及
び

町
内
会
活
動
へ
の
参
加
の
促
進

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

（
賛
成
少
数
否
決
）

　
町
内
会
へ
の
加
入
及
び
町
内
会

活
動
の
参
加
の
促
進
に
関
し
、
市

民
が
互
い
に
支
え
合
い
、
安
全
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会

を
目
指
し
、
よ
り
豊
か
で
明
る
く

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
実
現
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

反
対

▽
鹿
屋
市
町
内
会
へ
の
加
入
及
び

町
内
会
活
動
へ
の
参
加
の
促
進

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　
町
内
会
の
加
入
率
低
下
は
地
域

ご
と
に
要
因
が
異
な
り
、
条
例
制

定
の
み
で
解
決
す
る
も
の
で
は
な

い
。
本
案
は
、
関
係
団
体
と
の
具

体
的
な
協
議
や
調
整
、
施
行
に
伴

う
市
と
の
協
議
が
不
十
分
で
、
合

意
形
成
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
軽
視
。

市
は
、
基
本
指
針
の
改
定
を
進
め

令
和
９
年
度
に
制
定
の
方
針
で
、

整
合
性
の
な
い
議
員
提
案
の
先
行

は
二
重
行
政
の
懸
念
も
出
て
く
る
。

今
は
一
度
立
ち
止
ま
り
、
予
算
の

裏
付
け
と
市
民
の
納
得
感
を
伴
う

施
策
を
構
築
す
べ
く
、
慎
重
に
議

論
を
尽
く
す
べ
き
だ
。

▽
令
和
７
年
度
鹿
屋
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
令
和
７
年
度
下
水
道
事
業
の
決

算
見
込
に
伴
い
補
正
す
る
も
の

令和７年度　一般会計補正予算額

議　案 補正前予算額 補正額 予算総額

一般会計補正予算（第６号） 699億249万8,000円 3億7,456万3,000円 702億7,706万1,000円

一般会計補正予算（第７号） 702億7,706万1,000円 7,025万6,000円 703億4,731万7,000円

一般会計補正予算（第８号） 703億4,731万7,000円 15億3,918万6,000円 718億8,650万3,000円

一般会計補正予算（第９号） 718億8,650万3,000円 18億5,191万1,000円 737億3,841万4,000円

人

事

案

件

委
員
会
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た

詳
細
は
、
最
終
日
の
映
像

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

松

野

清

春

柴

立

豊

子

福

田

伸

作

児
玉
　
美
環
子

川

㟢
　
　

勝

米
永
　
あ
つ
子

時

吉

茂

治

田

辺

水

哉

泊
　
　

義

秋

安
田
　
謙
太
郎

岩

松

近

俊

伊

野

幸

二

市

來
洋

志

繁

昌

誠

吾

中
馬
　
美
樹
郎

原

田
　
　

靖

東
　
　

秀

哉

岡

元

浩

一

西
薗
　
美
恵
子

下
本
地
　
　
隆

梶

原

正

憲

永

山

勇

人

今

村

光

春

花
牟
礼
　
　
薫

鹿屋市町内会への加入及び町
内会活動への参加の促進に関
する条例の制定について

○○××○○○×××××○○○○○×××××○※

議員名

議案名

○は賛成、×は反対、空欄は棄権

※議長は、表決に参加しない

賛否がわかれた議案
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その他の上程議案・採決結果
議　案　名 概　　　要 結　　果

鹿屋市行政手続条例の一部改正に
ついて

行政手続法の一部改正に伴い、聴聞等の通知の
公示方法を改めるもの

全会一致可決

鹿屋市職員の給与に関する条例の
一部改正について

令和７年人事院勧告等を踏まえ、一般職職員の
通勤手当の改正を行うもの

全会一致可決

鹿屋市消防団員等公務災害補償条
例の一部改正について

非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定め
る政令の一部改正に伴い、所要の規定の整理を
行うもの

全会一致可決

鹿屋市古江コミュニティ消防セン
ター条例の廃止について

鹿屋市古江コミュニティ消防センターを廃止す
るもの

全会一致可決

鹿屋市特定乳児等通園支援事業の
運営に関する基準を定める条例の
制定について

乳児等通園支援事業を行う者の確認の基準に関
し、必要な事項を定めるもの

全会一致可決

鹿屋市乳児等通園支援事業の設備
及び運営に関する基準を定める条
例の一部改正について

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基
準の改正に伴い、所要の規定の整理を行うもの

全会一致可決

鹿屋市火入れに関する条例の一部
改正について

火入れの中止の条件に、林野火災に関する注意
報が発令された場合を加えるほか、所要の規定
の整理を行うもの

全会一致可決

鹿屋市営住宅条例及び鹿屋市一般
住宅条例の一部改正について

市営住宅等の入居に係る連帯保証人の選任を不
要とする等のため、所要の規定の整理を行うも
の

全会一致可決

鹿屋市吾平ふれあいセンター条例
の一部改正について

鹿屋市吾平中央町地区ふれあいセンターを廃止
するもの

全会一致可決

鹿屋市文化会館条例の一部改正に
ついて

鹿屋市文化会館の休館日及び使用料等を改める
もの

全会一致可決

鹿屋市王子遺跡資料館条例の一部
改正について 鹿屋市王子遺跡資料館の休館日を改めるもの 全会一致可決

鹿屋市企業職員の給与の種類及び
基準に関する条例の一部改正につ
いて

鹿屋市職員の給与に関する条例に準じて、扶養
手当の支給要件を改めるもの

全会一致可決

鹿屋市水道事業給水条例の一部改
正について

災害その他非常の場合に、他の水道事業者が指
定した工事事業者等による給水装置工事を可能
とするため、所要の規定の整理を行うもの

全会一致可決

鹿屋市過疎地域持続的発展計画の
策定について

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置
法第８条第１項の規定に基づき、令和８年度か
ら令和 12 年度までの鹿屋市過疎地域持続的発
展計画を新たに策定しようとするもの

全会一致可決

西原台小学校１番棟外長寿命化改
良・防音復旧工事（Ｒ７建築）請負
契約の議決事項の一部変更につい
て

令和７年６月 27 日に締結した西原台小学校１
番棟外長寿命化改良・防音復旧工事（Ｒ７建築）
の設計変更に伴い、契約金額を変更するため、
議決事項の一部を変更しようとするもの

全会一致可決
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総
務
市
民
環
境
委
員
会

▽
鹿
屋
市
町
内
会
へ
の
加
入
及
び
町
内
会
活

動
へ
の
参
加
の
促
進
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

地
域
住
民
等
の
役
割
が
謳
わ
れ
て
い

る
が
、
関
係
者
と
の
打
合
せ
等
は
行
っ
た

の
か
。

　

理
念
条
例
で
あ
る
た
め
、
関
係
者
等

を
集
め
て
の
打
合
せ
等
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
ま
ず
は
条
例
を
制
定
し
て
市
民
に
周

知
を
し
て
も
ら
い
、
町
内
会
の
方
々
の
不

安
の
解
消
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
議
員
提

出
議
案
を
上
程
し
た
。

【
主
な
意
見
】

・
当
局
に
お
い
て
、
令
和
８
年
度
に
「
共

生
協
働
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
基
本
指

針
」
の
改
訂
作
業
の
中
で
、
審
議
会
の

開
催
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て

慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

・
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た

な
共
生
協
働
の
在
り
方
が
で
き
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
か
ら
、
本

件
に
賛
成
す
る
。

産
業
建
設
委
員
会

▽
令
和
８
年
度
鹿
屋
市
水
道
事
業
会
計
予

算　

小
学
校
等
の
避
難
施
設
や
医
療
機
関

へ
の
基
幹
管
路
の
整
備
に
つ
い
て
、
全
体

で
何
か
所
行
う
予
定
か
。
ま
た
、
工
事
箇

所
は
ど
こ
か
。

　

令
和
８
年
度
は
全
体
で
45
か
所
の
避

難
施
設
や
医
療
機
関
に
繋
が
る
管
の
耐
震

化
を
計
画
し
て
お
り
、
消
防
セ
ン
タ
ー
へ

の
管
路
整
備
等
を
予
定
し
て
い
る
。

▽
鹿
屋
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

本
改
正
に
よ
り
他
の
自
治
体
の
指
定

工
事
事
業
者
に
よ
る
工
事
が
可
能
と
な
る

こ
と
に
つ
い
て
、
鹿
屋
市
の
指
定
工
事
事

業
者
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　

能
登
半
島
地
震
な
ど
の
災
害
を
踏
ま

え
た
国
土
交
通
省
の
通
知
に
基
づ
く
全
国

的
な
対
応
で
あ
り
、
大
規
模
災
害
時
に
鹿

屋
市
の
指
定
工
事
事
業
者
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
場
合
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る

た
め
、
特
に
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

文
教
福
祉
委
員
会

▽
令
和
８
年
度
鹿
屋
市
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
予
算

　

給
付
点
検
業
務
の
委
託
料
で
若
い
世

代
へ
の
予
防
策
に
取
り
組
む
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
周
知
方
法
は
ど
の
よ
う
な
形
で

す
る
の
か
。

　

対
象
と
な
る
方
々
に
個
別
に
案
内
を

発
送
し
勧
奨
し
た
い
。

▽
鹿
屋
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
及
び
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
が
、
前
年
度
か
ら
減

額
さ
れ
て
い
る
が
、
理
由
は
何
か
。

　

高
齢
者
の
介
護
認
定
率
が
下
が
り
、 

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
人
は
減
少

す
る
見
込
み
の
た
め
。

予
算
委
員
会

▽
大
隅
肝
属
広
域
事
務
組
合
清
掃
部
門
へ

の
負
担
金

　

今
後
、
改
築
や
長
寿
命
化
も
考
え
ら

れ
る
が
、
一
部
事
務
組
合
と
連
携
し
な
が

ら
、
市
と
し
て
も
注
力
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

現
在
、
施
設
を
30
年
間
安
定
稼
働
さ

せ
る
た
め
の
基
幹
的
改
良
工
事
を
行
っ
て

お
り
、
引
き
続
き
、
施
設
の
延
命
化
に
繋

が
る
よ
う
関
係
者
と
の
意
見
交
換
に
努
め

た
い
。

▽
新
規
就
農
者
誘
致
環
境
整
備
事
業

　

研
修
用
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
対

象
者
は
何
名
程
度
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　

３
棟
で
30
ア
ー
ル
の
整
備
を
行
う
予

定
と
し
、
最
大
で
３
名
を
想
定
し
て
い

る
。

▽
有
害
鳥
獣
捕
獲
買
上
金

　

有
害
鳥
獣
捕
獲
買
上
金
に
つ
い
て
、

令
和
８
年
度
の
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数
は

何
頭
を
見
込
ん
で
い
る
か
。

　

イ
ノ
シ
シ
は
９
０
０
頭
で
予
算
を
計

上
し
て
い
る
。

　
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
つ
い
て
、
狩
猟
期
で

も
買
上
金
を
支
払
う
自
治
体
が
増
え
て
い

る
。
イ
ノ
シ
シ
等
の
野
生
動
物
に
よ
る
農

林
水
産
業
や
生
活
環
境
へ
の
被
害
を
防
ぐ

た
め
、
先
進
事
例
の
取
組
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
行
い
、
猟
友
会
等
と
の
関
係

団
体
と
も
協
議
を
重
ね
る
な
ど
、
本
市
で

も
、
実
現
に
向
け
た
取
組
を
検
討
さ
れ
た

い
。

委
員
会
審
査
報
告

予
算
委
員
会
か
ら
要
望
し
ま
し
た
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３
月
定
例
会
で
は
、
５
つ
の
会

派
と
３
名
の
議
員
に
よ
り
市
政
全

般
に
関
す
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
紙
面
の
都
合
に
よ
り
質
問
・
答

弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

鹿
屋
市
議
会
本
会
議
中
継
又
は
会

議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
　
般
　
質
　
問

会
派
構
成
議
員
　

　

市
長
が
所
信
表
明
に
お
い

て
述
べ
た
「
連
携
の
強
化
」
に
つ

い
て
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
本
市

の
重
要
課
題
の
解
決
に
ど
の
よ
う

に
寄
与
す
る
の
か
見
解
を
示
さ
れ

た
い
。

　
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
経
験

と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、

国
や
県
へ
本
市
の
重
要
課
題
や
解

決
に
向
け
た
政
策
を
積
極
的
に
働

き
か
け
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。
国
・
県
と
の
連
携
強
化
に

よ
り
、
市
政
・
県
政
・
国
政
を
一

本
の
線
で
つ
な
ぎ
、
予
算
を
獲
得

す
る
力
と
政
策
を
実
現
す
る
力
を

高
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

４
市
５
町
が
出
資
す
る
民

間
会
社
設
立
か
ら
７
年
経
過
し
た
。

成
果
と
課
題
、
ま
た
、
広
域
連
携

の
枠
組
み
を
活
か
し
つ
つ
、
ス

ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
観
光
戦
略
に

つ
い
て
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

　

お
お
す
み
観
光
未
来
会
議

は
、
広
域
連
携
に
よ
る
営
業
活
動

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
一
方

で
、
観
光
に
よ
る
具
体
的
な
経
済

効
果
や
波
及
効
果
が
見
え
に
く
い

と
い
う
課
題
が
あ
る
。
本
市
は
、

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
に
よ
る
来
訪
者

が
多
く
地
域
活
性
化
に
寄
与
し
て

い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
鹿
屋

ら
し
い
付
加
価
値
の
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
の
提
案
な
ど
に
、
現
在
、

取
り
組
ん
で
い
る
。
引
き
続
き
、

広
域
連
携
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

県
農
業
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

大
隅
支
場
跡
地
の
活
用
は
長
年
議

論
さ
れ
て
き
た
が
進
展
が
見
え
ず

先
行
き
が
不
透
明
で
あ
る
。
現
状

の
分
析
と
企
業
誘
致
の
具
体
的
施

策
に
つ
い
て
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。 　

大
隅
支
場
跡
地
は
産
業
用

地
と
し
て
企
業
誘
致
活
動
を
行
っ

て
き
た
が
、
立
地
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
農
地
転
用
の
手
続
き
上
の

課
題
が
あ
る
一
方
、
企
業
か
ら
の

関
心
も
あ
る
こ
と
か
ら
県
と
協
議

し
今
後
の
方
針
を
早
期
に
整
理
し

て
ま
い
り
た
い
。

　

文
化
線
整
備
に
つ
い
て
は
、

周
辺
の
公
共
施
設
の
在
り
方
と
一

体
的
に
再
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
資
材
高
騰
に
よ
り
事

業
費
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

既
存
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
更
新
と
新

規
整
備
の
優
先
順
位
を
ど
う
判
断

す
る
の
か
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

   

　

文
化
線
は
市
街
地
内
の
幹

線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
や

交
通
混
雑
の
緩
和
、
防
災
・
減
災

の
事
業
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
と
の
対

話
を
重
ね
な
が
ら
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

　

小
中
学
校
体
育
館
へ
の
空

調
整
備
に
つ
い
て
、
国
の
交
付
金

制
度
が
あ
る
中
、
今
が
集
中
し
て

取
り
組
む
好
機
で
は
な
い
か
。
体

育
館
へ
の
空
調
導
入
は
こ
ど
も
・

若
者
の
未
来
の
た
め
の
最
優
先
施

策
と
考
え
る
が
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。  

　

小
中
学
校
体
育
館
の
空
調

整
備
は
、
長
寿
命
化
計
画
の
中
間

見
直
し
の
中
で
検
討
し
て
い
る
。

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
避
難
所

の
開
設
順
位
や
避
難
実
績
を
踏
ま

え
、
関
係
部
署
と
連
携
し
な
が
ら

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

会
派
　
創
生代

表
質
問
者

繁
昌
　
誠
吾

今村  光春川﨑　勝

本会議中継

会議録

市來  洋志

市
政
運
営
に
つ
い
て

　QRコードをスマートフォン等で読み取
ると、 一般質問の動画配信がご覧いただけ
ます。
　なお、 視聴にはデータ通信料が発生する
場合があります。

お知らせ



会
派
　
黎
明

政
進
ク
ラ
ブ

代
表
質
問
者

岩
松
　
近
俊

代
表
質
問
者

東
　
秀
哉

梶原  正憲

原田　靖

永山  勇人

伊野  幸二

安田謙太郎

下本地  隆

中馬美樹郎

市
政
運
営
に
つ
い
て

新
市
長
の
政
治
姿
勢
つ
い
て

所
信
表
明
つ
い
て

本
市
の
諸
課
題
と
戦
略
に
つ

い
て

ふ
る
さ
と
納
税
つ
い
て

防
災
イ
ン
フ
ラ
の
強
靭
化
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

共
生
・
協
働
に
つ
い
て

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
と
地
域
通
貨
に
つ
い
て
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会
派
構
成
議
員
　

　

「
な
い
も
の
ね
だ
り
」
で
は

な
く
「
あ
る
も
の
探
し
」
と
い
う

考
え
方
を
ど
の
よ
う
に
市
民
に
浸

透
さ
せ
て
い
く
の
か
。

　

様
々
な
分
野
の
皆
様
と
の

直
接
対
話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

情
報
発
信
な
ど
、
対
話
の
場
を
最

大
限
活
用
し
、
市
民
の
皆
様
の
共

感
を
得
な
が
ら
、
あ
る
も
の
探
し

を
広
く
浸
透
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
。

　

多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
推
進
に
向
け
立
地

適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
居
住
誘

導
区
域
や
地
域
拠
点
・
生
活
拠
点

の
誘
導
・
促
進
に
努
め
る
一
方
で
、

住
宅
地
化
を
抑
制
す
る
居
住
調
整

地
域
の
導
入
も
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

居
住
調
整
地
域
の
設
定
は
、

地
域
の
実
情
や
住
民
意
向
を
丁
寧

に
踏
ま
え
、
慎
重
に
判
断
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
制
度

の
必
要
性
や
妥
当
性
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
進
め
、
本
市
に
と
っ

て
最
適
な
土
地
利
用
の
在
り
方
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

少
子
化
対
策
は
既
に
手
遅

れ
で
、
人
口
が
反
転
増
加
に
転
ず

る
可
能
性
は
な
い
。
避
け
ら
れ
な

い
縮
小
社
会
の
到
来
に
備
え
る
戦

略
を
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、
社
会

減
・
自
然
減
対
策
に
取
り
組
む
一

方
、
人
口
減
少
を
見
据
え
、
そ
の

備
え
と
し
て
の
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。　

地
域
経
済
振
興
の
た
め
、
エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
地

域
通
貨
導
入
に
向
け
、
調
査
研
究

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
本
市
に

お
い
て
重
要
な
財
源
で
あ
る
。
そ

の
取
組
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
増
額

や
リ
ス
ク
分
散
に
向
け
た
取
組
を

示
さ
れ
た
い
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
一
定
の

実
績
を
維
持
し
、
今
年
度
は
前
年

度
を
上
回
る
寄
附
額
を
見
込
ん
で

い
る
。
一
方
で
品
目
構
成
の
偏
り

が
課
題
で
あ
り
、
返
礼
品
の
育
成

や
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
強

化
し
、
本
市
の
魅
力
を
戦
略
的
か

つ
効
果
的
に
届
け
て
ま
い
り
た
い
。

　

「
鹿
屋
市
共
生
・
協
働
で
進

め
る
ま
ち
づ
く
り
基
本
指
針
」
の

改
訂
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

町
内
会
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等

の
現
状
や
課
題
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
本
市

が
目
指
す
地
縁
団
体
の
理
念
と
今

後
の
展
望
を
示
さ
れ
た
い
。

　

町
内
会
は
加
入
率
低
下
や

会
員
減
少
が
進
み
、
大
き
な
危
機

感
を
持
っ
て
い
る
。
地
縁
団
体
に

つ
い
て
は
、
誰
も
が
参
加
し
、
支

え
合
え
る
関
係
性
を
構
築
し
、
地

域
福
祉
の
充
実
に
取
り
組
む
団
体

と
考
え
て
い
る
。
令
和
８
年
度
を

目
標
に
基
本
指
針
を
改
訂
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

上
水
道
管
の
老
朽
化
は
、
市

民
へ
の
様
々
な
リ
ス
ク
が
懸
念
さ

れ
る
。
上
水
道
管
の
耐
震
化
の
今

後
の
取
組
と
、
将
来
の
料
金
負
担

を
含
め
た
市
民
へ
の
説
明
責
任
の

果
た
し
方
を
示
さ
れ
た
い
。

　

水
道
管
の
基
幹
管
路
の
耐

震
化
を
進
め
て
き
た
。
令
和
７
年

１
月
に
計
画
を
策
定
し
、
病
院
や

避
難
所
へ
至
る
水
道
管
の
耐
震
化

を
進
め
て
お
り
、
将
来
的
に
、
料

金
負
担
が
生
じ
る
場
合
は
、
情
報

提
供
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

看
護
専
門
学
校
へ
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
教
育
効
果
と
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
進
む
中
で
の
本
市

の
危
機
感
や
必
要
性
の
認
識
を
示

さ
れ
た
い
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
り

学
習
の
理
解
が
深
ま
る
と
と
も
に
、

学
習
効
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
教
員

の
業
務
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
り
、

質
の
高
い
看
護
師
育
成
に
不
可
欠

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

会
派
構
成
議
員
　

　

第
３
次
総
合
計
画
の
理
念

を
踏
ま
え
、「
未
来
創
造
都
市
か

の
や
」
の
実
現
に
向
け
た
５
つ
の

基
本
方
針
に
つ
い
て
、
短
期
及
び

中
長
期
施
策
を
ど
の
よ
う
に
実
施

し
て
い
く
の
か
示
さ
れ
た
い
。

　

物
価
高
騰
対
策
に
迅
速
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
保
育
料
無

償
化
や
民
間
事
業
者
の
生
産
性
向

上
の
促
進
な
ど
の
具
体
化
に
向
け

た
検
討
を
進
め
た
い
。
人
口
減
少

対
策
や
稼
げ
る
ま
ち
づ
く
り
は
中

長
期
的
な
視
点
に
立
ち
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。



学
校
へ
の
相
談
・
要
望
・
苦
情

等
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ

会
派
　
舞
鶴

代
表
質
問
者

米
永
あ
つ
子

代
表
質
問
者

岡
元
　
浩
一

時吉  茂治

田辺  水哉

松野  清春

泊　義秋

有
機
農
業
の
推
進
と
学
校
給

食
へ
の
導
入
に
つ
い
て

所
信
表
明
に
つ
い
て

市
政
運
営
に
つ
い
て

市
営
公
衆
浴
場
に
つ
い
て
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12

ン
グ
を
含
む
地
域
経
済
支
援
手
法

及
び
地
域
通
貨
の
導
入
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
先
進
事
例
の
調
査
や

専
門
家
の
意
見
・
聴
取
を
含
め
た

調
査
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
本
市
の
実
情
に
即
し
た

施
策
の
方
向
性
を
明
確
化
し
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
地
域
経
済
振
興

策
の
構
築
の
強
化
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

　

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
視
点

で
保
護
者
に
説
明
対
応
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
が
大
切
で
あ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

　

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
視
点

で
保
護
者
に
説
明
対
応
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
何
が
子

ど
も
の
未
来
や
幸
せ
に
つ
な
が
る

こ
と
か
を
一
番
に
考
え
る
と
と
も

に
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の

視
点
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
対
応

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
今
後
も
、
保
護
者
と
学
校
の
信

頼
関
係
の
構
築
を
図
り
な
が
ら
、

教
職
員
が
生
き
生
き
と
働
く
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
整
え
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
よ
り
良
い
教
育

が
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

会
派
構
成
議
員
　

　

鹿
屋
市
産
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
は
有
機
農
業
の
推
進
が

不
可
欠
で
あ
る
。
国
の
「
み
ど
り

戦
略
」
を
活
用
し
、
有
機
米
・
有

機
野
菜
の
学
校
給
食
導
入
を
早
期

に
実
現
し
、
生
産
者
の
経
営
安
定

と
市
民
へ
の
安
定
供
給
を
図
る
べ

き
で
な
い
か
。

　
鹿
屋
市
有
機
農
業
推
進
方

針
を
作
成
し
、
有
機
農
業
の
拡
大

や
販
路
拡
大
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
い
る
。
農
家
支
援
や
有
機
Ｊ

Ａ
Ｓ
認
証
取
得
経
費
へ
の
助
成
、

学
校
給
食
へ
の
供
給
・
集
配
シ
ス

テ
ム
の
実
証
な
ど
に
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
学
校
給
食
へ
の
導

入
は
、
食
材
調
達
や
調
理
面
等
に

係
る
実
証
を
踏
ま
え
、
今
後
段
階

的
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

会
派
構
成
議
員
　

　

第
３
次
総
合
計
画
は
、
第
１

次
、
第
２
次
の
結
果
と
課
題
を
ど

の
よ
う
に
評
価
し
、
新
市
長
の
意

向
を
反
映
さ
せ
た
具
体
的
な
総
合

計
画
・
改
訂
版
の
作
成
に
つ
い
て

見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

　

第
３
次
総
合
計
画
は
第
２

次
総
合
計
画
な
ど
の
結
果
や
課
題

等
を
踏
ま
え
策
定
し
、「
ひ
と
が

元
気
！ 

ま
ち
が
元
気
！
み
ん
な

で
創
る
健
康
都
市
か
の
や
」
の
理

念
や
方
向
性
は
、
市
政
運
営
の
基

本
方
針
と
一
致
し
て
い
る
た
め
、

現
時
点
で
改
定
は
考
え
て
い
な
い

が
、
取
組
を
進
め
て
い
く
中
で
、

基
本
計
画
の
改
定
時
期
を
見
計
ら

い
な
が
ら
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

県
農
業
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

宣
言
」
を
行
い
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

給
食
の
本
格
実
施
に
向
け
て
舵
を

切
る
考
え
は
な
い
か
示
さ
れ
た
い
。

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

宣
言
は
、
生
産
者
や
面
積
の
少
な

さ
、
需
要
や
理
解
の
不
足
な
ど
、

宣
言
に
必
要
と
な
る
具
体
的
な
取

組
内
容
や
推
進
体
制
の
構
築
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、
今
後
、
慎
重
に

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

今
後
、
４
年
間
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
数
値
目
標
を
示
さ
れ
た

い
。 　

将
来
的
に
60
億
円
以
上
の

寄
附
を
想
定
し
た
基
盤
構
築
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

今
後
、
４
年
間
の
企
業
誘
致

の
考
え
方
を
示
さ
れ
た
い
。  

　

企
業
誘
致
の
推
進
は
、
地
域

全
体
の
発
展
や
雇
用
の
場
の
創
出

に
つ
な
が
る
重
要
な
取
組
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
関
係
機
関
等

と
連
携
し
、
企
業
誘
致
活
動
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

市
営
公
衆
浴
場
３
施
設
の

パ
ス
ポ
ー
ト
共
通
化
に
つ
い
て
、

施
設
間
の
交
流
促
進
や
市
内
の
回

遊
性
向
上
が
期
待
で
き
る
と
考
え

る
が
、
共
通
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
考
え
は
な
い
か
。 

　

パ
ス
ポ
ー
ト
共
通
化
は
利

便
性
向
上
や
新
た
な
交
流
を
生
み

出
す
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
指

定
管
理
者
の
収
入
減
の
可
能
性
や

購
入
分
の
分
配
方
法
な
ど
の
課
題

が
あ
る
た
め
、
意
見
交
換
を
行
い
、

課
題
の
抽
出
・
整
理
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

　

湯
遊
ラ
ン
ド
あ
い
ら
は
、
混

雑
時
に
給
水
・
給
湯
が
制
限
さ
れ

る
な
ど
利
用
者
に
不
便
が
生
じ
て

い
る
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

　

11
月
に
貯
水
槽
の
渇
水
を

確
認
し
、
そ
の
後
も
数
回
水
不
足

が
起
こ
っ
て
い
る
。
調
査
の
結
果
、

井
戸
水
の
汲
み
上
げ
時
に
粘
質
の

砂
が
混
入
し
、
フ
ィ
ル
タ
ー
が
詰

ま
っ
た
た
め
と
判
明
。
現
在
は
逆

洗
浄
の
回
数
増
加
や
流
量
調
整
で

対
応
し
て
お
り
引
き
続
き
、
施
設

の
状
況
を
注
視
・
確
認
を
行
い
効

果
的
な
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に

安
全
か
つ
快
適
に
利
用
で
き
る
環

境
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。



福
祉
政
策
に
つ
い
て

教
育
施
策
つ
い
て

投
開
票
事
務
作
業
に
つ
い
て

柴立  豊子
議員

（日本共産党）

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
つ
い
て

浄
化
槽
の
保
守
点
検
に
つ
い
て
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　本会議は一般に公開され、どなたでも傍聴すること
ができます。
　議員の活動や市政の動向などを知る場でもあります
ので、ぜひ傍聴にお越しください。

議会の傍聴にお越しください

大
隅
支
場
跡
地
を
活
用
し
た
企
業

誘
致
の
推
進
に
つ
い
て
示
さ
れ
た

い
。　

大
隅
支
場
跡
地
は
、
魅
力
的

な
雇
用
の
場
の
拡
大
・
創
出
に
向

け
、
企
業
立
地
の
受
皿
と
な
る
産

業
用
地
と
し
て
活
用
を
進
め
て
い

る
。
民
間
開
発
を
含
め
た
整
備
手

法
を
検
討
し
つ
つ
、
県
と
協
議
を

進
め
な
が
ら
、
早
期
に
市
と
し
て

の
方
針
を
整
理
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

「
私
の
想
い
ノ
ー
ト
」
は
高

齢
者
に
向
け
た
大
切
な
ツ
ー
ル
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
人
生

会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
に
取
り
組
む
た

め
の
環
境
整
備
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

Ａ
Ｃ
Ｐ
は
望
む
医
療
や
介

護
に
つ
い
て
家
族
や
関
係
者
と
話

し
合
い
共
有
す
る
取
組
で
あ
り
、

本
市
で
は
講
座
や
研
修
会
な
ど
を

開
催
し
、
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
も「
私
の
想
い
ノ
ー

ト
」
の
普
及
啓
発
と
併
せ
、
関
係

機
関
と
連
携
し
推
進
し
て
ま
い
り

た
い
。

　
児
童
・
生
徒
の
不
登
校
対
策

と
し
て
５
地
域
へ
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
と
の
こ
と
だ
が

見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

　

学
習
意
欲
の
向
上
や
生
活

習
慣
の
改
善
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
の
復
調
に
よ
り
、
学
校

や
社
会
と
の
関
わ
り
に
向
け
た
一

歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
り
、

効
果
的
な
支
援
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。
今
後
と
も
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

サ
テ
ラ
イ
ト
方
式
に
よ
る
居
場
所

づ
く
り
の
設
置
を
含
め
、
そ
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

昨
年
の
代
表
質
問
で
取
り

上
げ
た
投
票
率
向
上
や
選
挙
管
理

委
員
会
の
組
織
・
事
務
事
業
に
つ

い
て
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
改
善

さ
れ
た
の
か
示
さ
れ
た
い
。

　

投
票
率
向
上
に
向
け
て
の

新
た
な
取
組
と
し
て
、
期
日
前
投

票
所
の
増
設
や
投
票
所
再
編
、
投

票
支
援
カ
ー
ド
等
の
導
入
を
行
っ

た
。
投
票
率
は
、
上
昇
傾
向
に
あ

る
。
事
務
局
体
制
も
、
事
務
的
ミ

ス
の
防
止
に
向
け
た
チ
ェ
ッ
ク
体

制
を
よ
り
厳
格
に
構
築
で
き
る
よ

う
専
任
と
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
た
れ
て
い

る
か
。  

　
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
は
国
の

誤
っ
た
隔
離
政
策
に
よ
る
、
我
が

国
の
歴
史
に
お
け
る
極
め
て
深
刻

な
人
権
侵
害
で
あ
っ
た
と
重
く
受

け
止
め
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、

地
域
社
会
全
体
で
向
き
合
い
、
正

し
く
理
解
し
、
語
り
継
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
在
進
行
形

の
重
要
課
題
で
あ
る
。
今
後
も
関

係
団
体
と
の
連
携
を
一
層
密
に
し
、

当
事
者
の
方
々
の
声
に
真
摯
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
、
よ
り
実
効
性
の

あ
る
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

市
民
へ
の
啓
発
を
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
し
普
及

啓
発
を
図
っ
て
お
り
、
昨
年
度
は
、

星
塚
敬
愛
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
養
成
講
座
の
開
催
や
入
所
者

後
援
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
が
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
巡
回
パ
ネ
ル
展
の
開
催
場
所

の
拡
充
や
内
容
の
精
査
な
ど
、
市

の
広
報
媒
体
を
活
用
し
た
ハ
ン
セ

ン
病
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

取
組
等
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
今
後
は
出
前
講
座

の
実
施
等
に
よ
り
、
幅
広
い
年
齢

層
へ
の
啓
発
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
。　

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を
県
が

行
う
根
拠
及
び
、
浄
化
槽
管
理
者

の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
考
え
を
示

さ
れ
た
い
。 

　

保
守
点
検
に
つ
い
て
は
鹿
児

島
県
浄
化
槽
事
務
取
扱
要
領
に
基

づ
い
て
保
守
点
検
業
者
と
浄
化
槽

管
理
者
が
契
約
を
行
う
も
の
で
あ

り
法
定
検
査
に
つ
い
て
も
浄
化
槽

法
に
基
づ
き
県
の
指
定
検
査
機
関

に
お
い
て
検
査
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
実
施
回
数
の
削
減

に
よ
る
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
は

で
き
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。



西薗  美恵子
議員

（無所属）

児玉  美環子
議員

（公明党）

観
光
行
政
つ
い
て

所
信
表
明
に
つ
い
て

不
登
校
児
童
生
徒
支
援
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て
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更
な
る
認
知
度
向
上
に
向

け
た
観
光
基
本
方
針
の
策
定
に
つ

い
て
、
既
存
の
鹿
屋
市
観
光
戦
略

の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
更
に
留

意
し
た
い
点
を
示
さ
れ
た
い
。  

　

令
和
８
年
度
に
新
し
い
観

光
戦
略
を
策
定
す
る
。
こ
れ
ま
で

の
計
画
・
戦
略
な
ど
の
効
果
検
証

や
客
観
的
な
デ
ー
タ
の
活
用
、
観

光
事
業
者
を
含
め
た
市
民
へ
の
意

見
聴
取
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
効

果
な
ど
を
念
頭
に
置
い
て
作
業
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

錦
江
湾
沿
岸
の
自
然
を
生

か
し
た
観
光
振
興
と
、
鹿
屋
港
へ

の
高
速
船
の
現
状
と
今
後
の
展
望

を
示
さ
れ
た
い
。

　

本
市
の
錦
江
湾
沿
岸
は
多

彩
で
特
色
の
あ
る
観
光
資
源
が
集

積
し
て
い
る
。
今
後
は
、
関
係
団

体
な
ど
多
様
な
主
体
と
連
携
し
な

が
ら
、
持
続
可
能
で
魅
力
あ
る
観

光
振
興
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

　

大
隅
地
域
の
成
長
に
向
け
た

広
域
連
携
に
つ
い
て
、
市
長
の
認

識
と
今
後
の
展
望
を
示
さ
れ
た
い
。  

　
人
口
減
少
な
ど
共
通
の
課

題
に
直
面
し
て
お
り
、
大
隅
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
持
続
可
能
な
社

会
の
構
築
が
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
、
広
域
連
携
を

推
進
し
て
い
く
上
で
、
専
門
性
の

高
い
領
域
や
人
材
確
保
が
難
し
い

も
の
、
近
隣
自
治
体
で
共
通
・
重

複
す
る
事
務
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、

よ
り
一
層
注
力
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
ど
も
・
若
者
の
未
来
を
創

る
ま
ち
の
施
策
に
お
い
て
、
プ
レ

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
考
え
が

含
ま
れ
て
い
る
か
を
示
さ
れ
た
い
。

　

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
は
、
こ
ど
も
・
若
者
の
未
来
を

創
る
ま
ち
の
施
策
の
一
つ
と
考
え

て
お
り
、
本
市
で
は
、
既
に
プ
レ

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に
関
連
す

る
健
康
づ
く
り
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
は
、
関
係
機
関
と

ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
休
止
中
の

高
速
船
の
運
航
に
関
す
る
情
報
収

集
に
努
め
な
が
ら
、
鹿
屋
港
の
活

用
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
マ
イ

フ
レ
ン
ド
ル
ー
ム
）
や
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
利
用
者
の
現
状
と
課
題
を

示
さ
れ
た
い
。 

　

１
月
末
現
在
で
、
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
に
32
人
、
３
か
所
の
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
31
人
の
児
童
生

徒
が
通
所
し
、
課
題
に
取
り
組
ん

だ
り
、
職
員
に
相
談
し
た
り
し
て

い
る
。
一
方
、
休
館
日
の
利
用
や

送
迎
の
課
題
が
あ
っ
た
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
方
式
で
市
内
５

か
所
に
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
実
証
事
業
の
目
的
と
方
法
、

期
待
さ
れ
る
効
果
を
示
さ
れ
た

い
。 　

サ
テ
ラ
イ
ト
方
式
で
計
５

か
所
設
置
し
、
マ
イ
フ
レ
ン
ド
指

導
員
が
巡
回
す
る
形
で
準
備
を
進

め
て
い
る
。
学
校
や
社
会
と
の
関

わ
り
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み
出
す

き
っ
か
け
と
な
り
効
果
的
な
支
援

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

連
携
し
若
い
世
代
か
ら
の
健
康
づ

く
り
支
援
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
本
方
針

の
改
訂
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。 

　

鹿
屋
市
共
生
・
協
働
で
進
め

る
ま
ち
づ
く
り
基
本
指
針
の
改
訂

で
あ
り
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
、

町
内
会
加
入
率
の
低
下
な
ど
、
今

後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
を

整
理
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
で
、

概
要
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

現
状
と
課
題
、
今
後
の
町
内
会
に

期
待
さ
れ
る
役
割
や
在
り
方
な
ど

で
構
成
す
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
、

関
係
部
署
と
協
議
し
な
が
ら
改
訂

作
業
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

市
内
５
地
域
に
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
と
あ
る
が
、

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
各
学
校
の

校
内
支
援
ル
ー
ム
の
す
み
分
け
や

違
い
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。 

　

登
校
で
き
る
も
の
の
教
室

に
行
け
な
い
児
童
生
徒
の
た
め
に

校
内
に
校
内
支
援
ル
ー
ム
を
設
置

し
て
お
り
、
登
校
が
難
し
い
児
童

生
徒
に
対
し
、
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
学
習
支
援
や
教
育

相
談
を
行
っ
て
い
る
。

　鹿屋市議会では、議会中継を市議会のホーム
ページからライブで視聴できます。

　ライブ中継以外に、録画中継もありますので、
ご覧になりたい定例会を選んでご視聴ください。

議会中継
QRコード

議会中継が視聴できます
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新鹿屋市議会
始動！！

　鹿屋市議会議員の任期満了

に伴う、市議会議員選挙が４月

26日に行われ、26人の議員が

決まりました。

　任期は令和８年５月１日か

ら 令 和12年 ４ 月30日 ま で で

す。

掲載は五十音順　敬称略

市
い ち き

來  洋
ひ ろ し

志
串良町岡崎

伊
い の
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落
お と し
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岩
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俊
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下
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まさひろ

宏
川西町

柴
しばたて
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と よ こ

子
寿 8 丁目

児
こ だ ま

玉  美
み わ こ

環子
新川町

川
かわさき

﨑　  勝
まさる

 
東原町

梶
かじはら

原  正
まさのり

憲
旭原町

西
にしぞの

薗  美
み え こ

恵子
古里町

永
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山  勇
は や と

人
吾平町麓

土
つ ち や

屋  耕
こ う じ

二
笠之原町

谷
たにがわ

川  義
と も や

弥
向江町

下
し も ほ ん じ

本地　 隆
たかし

 
田崎町

松
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野  清
きよはる

春
吾平町麓

福
ふ く だ

田  伸
しんさく

作
古江町

繁
はんじょう
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今坂町
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田　  靖
やすし

 
郷之原町

花
は な む れ

牟礼　 薫
かおる

 
輝北町市成

米
よねなが
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こ

寿 7 丁目

横
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井  さくら
西祓川町

山
やました
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串良町有里

安
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田  謙
け ん た ろ う

太郎
寿７丁目

宮
みやぞの

園  広
ひろふみ

文
上祓川町



編集後記 令和８年６月定例会　会期日程（案）

　令和８年６月定例会は６月12日（金）から７月３日

（金）までの22日間の会期で開催予定です。

　詳細な日程等については、議会事務局までお問い合

わせください。

※　市役所の本庁舎４階 議会傍聴席にて傍聴できます。

※　傍聴の際は、留意事項をお守りください。

※　本会議はライブ中継を行っておりますので、是非

ご活用ください。

議会だよりは、議会内容を要約して掲載しています。詳細については、会議録を閲覧ください。

より良い誌面づくりのためにご意見・ご感想等を議会報委員会（議会事務局内）までお寄せください。

　今号をもちまして、現メンバーでの最

後の議会だよりになります。

　この議会だよりが発行される頃は、新

しい鹿屋市議会議員が決まり、鹿屋市議

会も新たな一歩を踏み出していることと

思います。

　今年度の議会報委員会の委員長として

５名の委員と共に市民の皆様に、よりわ

かりやく議会の動きをお伝えしたい一心

で編集をしてまいりました。皆様にとっ

て市議会が少しでも身近な存在になれて

いたら幸いです。

　次号からは、新しい議員による新体制

での発行となります。これまでお読みい

ただいた皆様へ感謝を申し上げるととも

に次号からの市議会だよりもぜひご期待

ください。

議会報委員会

委員長　田辺　水哉

○委員長　田辺　水哉　○副委員長　川﨑　 勝

○委　員　東　秀哉　　　　永山　勇人

　　　　　米永　あつ子　　児玉　美環子

【問い合せ先】TEL：0994-31-1143（議会事務局内）

月 火 水 木 金

6/8 9 10 11 12
本会議

15 16 17 18 19

22
本会議
(一般質問)

23
本会議
(一般質問)

24
本会議
(一般質問)

25
総務市民
環境委員会

26
産業建設
委員会

29
文教福祉
委員会

30
予算委員
会

7/1

予算委員
会

2
予備日

3
本会議
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ご愛読ありがとうございました。

　会議録を市議会ホームページから閲覧、検
索できます。
　定例会ごとの閲覧や、「ことばから検索」、
「発言者から検索」などの検索機能も利用する
ことができます。
　ぜひ、ご活用ください。

※閲覧、検索できる定例会は、平成
18年以降の会議録になります。

会議録を閲覧できます

議会報委員会より


